
　　　　

2024 年 12 月 1 日

9 時 0 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節に合わせた行事（お花見・夏祭り・野菜の収穫・ハロウィン・クリスマス・節分・修了お祝い会等）
・ご家族で参加する福祉会全体でのイベント

家族支援
・家族の困りごとに寄り添いながら、対応を一緒に考えていきます。
・家族の就労や休息のニーズに合わせて、個別支援の送迎や預かり支援をします。

移行支援
・入園や就学時にスムーズな移行ができるよう、所属園や就学先への引継ぎをさせていただ
きます。
・入園・就学前に支援の様子を見ていただき情報の共有を図ります。

地域支援・地域連携
・所属園や相談支援事業所等の関係機関と連携を密にし、日頃より情報の共有を図っ
ていきます。

職員の質の向上

・支援前の打ち合わせ、支援後の振り返りの徹底を図ります。
・ケース検討会・情報共有会議・医療機関でのリハビリ見学等実施します。
・研修各種に参加します（児童発達支援に関わること・家族支援・接遇・虐待防
止・感染予防・てんかん・強度行動障害等）。

支　援　内　容

・登園後、健康状態の確認（検温・バイタルチェック等）を行い、安心・安全な環境を作ります。
・登園からの一連の流れ（靴を入れる・検温・身支度・トイレ・手洗い・うがい・スケジュール確認）を親子で取り組み、日常生活動作の向上を図り身辺自立につなげていきます。
・おやつや給食提供では、個々の発達に合った食事形態や食材を提供し、安心安全な中で挨拶や食事のマナー・片付け等の支援を行います。
・家庭や所属園での様子を伺い、生活習慣や生活リズムの大切さを伝え、健康な生活を送る意識を高めます。

・リズム運動や基礎運動、サーキット運動を通して、体を上手に動かす力や正しい姿勢を維持する力を育てます。
・個々の感覚の特性を理解し、親子で手遊びやマッサージに取り組んだり、感覚遊具等を利用したりしながら、五感への刺激を入れていきます。
・福祉会の資源（わくわくヒルズ、体育館、グランド）や地域の資源（公園・プール）を活用し、粗大運動や微細運動の発達を促していきます。

本
人
支
援

・個々の発達に合わせた課題に取り組み、手先の巧緻性や考える力の向上につなげていきます。
・興味ある課題や活動を通して、集団生活や日常生活に必要な「見る・待つ・聞く・話す」力を伸ばし、認知（読む・書く・数える）の向上を目指します。

・言語聴覚士が発音や摂食の様子を確認し、正しい発音の獲得や、上手な咀嚼や嚥下の体得を目指して支援を進めます。
・挨拶や返事等、人との関わりを通してコミュニケーションの基礎的な力の向上を目指します。
・遊びや競争の活動の中で、自分の考えや気持ちを伝えたり、チームで話し合いをしたりする場面を設定し、コミュニケーションの力を高めていきます。

・親子で同じ活動に取り組みながら信頼関係を築きあげることで、アタッチメント（愛着）の形成と安定が図られ、自立への一歩が踏み出されます。
・話を聞く時や発言する時の約束を確認し、みんなで約束を守って参加できる活動を目指します。
・自由遊びやルールのある遊びの中で、お互いに称賛し合ったり承認し合ったりしながら社会性の発達を促していきます。
・地域の施設や公園にお出かけし、社会性（ルール・マナー・人との関わり）を学びます。

支援方針
・発達への不安や医療的ケアが必要な未就学児に対し、家族・所属園・関係機関と情報を共有し、一人一人の発達段階や特性に合わせて母子・小集団・個別の支援を行います。
・地域と連携を図りながら、家族の就労や休息のニーズに対し、預かり支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・利用者が一人ひとりのかけがえのない笑顔と想いを大切に、安心した生活が送れるよう支援し、家族・地域の方々から信頼され、「自分の家族を入れたいと思う」法人を目指します。
・障害の有無にかかわらず、利用児が自分らしく成長し、家族とともに地域でいきいきと成長していけるよう、親子の信頼関係を築き「心の土台つくり」を目指します。

事業所名 作成日支援プログラムかがやきこども園　単位1（重心外児童発達支援）


